
大阪ガスの藤原です。

本日は、お忙しいところ、当社の2023年3月期第2四半期決算の説明会に

ご参加いただきありがとうございます。

また平素は、当社事業につきご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げま

す。

それではただ今より、23年3月期第2四半期決算について、お手元の資料

または、当社ホームページで開示しておりますプレゼンテーション資料に

沿って、説明させていただきます。

3ページをご覧ください。
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本日はトピックスの一つ目として、コーポレート・ガバナンスの深化について

ご説明いたします。

中期経営計画では、「ミライ価値の共創」とともに「企業グループとしてのス

テージ向上」を重点戦略に定めており、その中で事業ポートフォリオ経営の

進化に取り組んでいます。

人材の多様性拡大においては、中期計画を開始した昨年度から女性取締

役を選任しており、ESG等の知見を有する人材も取締役会メンバーに入り

ました。執行役員にも初めて女性が加わっています。

また執行側への権限委譲で機動性をさらに高めるとともに、経営に対する

モニタリング機能を強化しています。社外取締役比率を向上させ、経営に

関する諮問委員会の設置等により、重要戦略に関する議論を深めていま

す。

報酬については、株式報酬やESG指標との連動を導入し、中長期的な企

業価値向上や株主さまとの価値共有を促進しています。当社のESG指標

は、企業理念や企業行動憲章に基づいており、気候変動対応のほか、社

会貢献、人権尊重、人的資本などを含んでいます。
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こちらは主な取り組みをまとめたものです。

これらの様々な取り組みを通じて、ガバナンスを強化し、持続的な成長と、中長

期的な企業価値の向上を図っていきたいと考えています。
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次に、今年度の業績に大きな影響を与えているフリーポートLNGプロジ 

ェクトについて、当社との関係や収支影響の出方について改めて解説を

させていただきます。

フリーポートLNGプロジェクトに対して当社は年間232万トンの調達を行う

とともに、出資参画しています。

今年6月に発生した火災により、現在も基地の操業が停止しており、この

影響により、23年3月期に1,095億円の減益影響を見込んでいます。

国内エネルギーセグメントでは、同プロジェクトから調達したLNGを、

① で示す当社の供給エリアの顧客向けへの販売と、②で示す他社への

LNG販売に活用しています。今回の火災影響として、LNGの代替調達

の費用や、各種契約に応じた対応損失が発生しています。

海外エネルギーセグメントでは、③-1で示すフリーポート社への出資、
③-2で示す第１系列液化会社への出資があり、今回の火災影響では、
オ ーナーとしての利益の逸失があります。
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火災による減益影響をまとめたものが右下の表です。今年度は、国内

エネルギーセグメント935億円、海外エネルギーセグメント145億円、そ

の他も含め合計1,095億円の影響が出る見込みです。

当社はフリーポート社の株主として復旧をフォローするとともに より一層

の安定操業と安定した原料調達に努めてまいります 。
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ここからは、23年3月期第2四半期決算について説明いたします。

第2四半期の売上高は、国内エネルギー事業でLNG販売価格やガス販売

単価が高めに推移したこと、海外エネルギー事業で米国及豪州びの上流

事業が増収になったこと、などにより前年に比べて増収となりました。

経常利益は、海外エネルギー事業及びライフ＆ビジネスソリューション事業

が増益でしたが、国内エネルギー事業でLNG調達等に伴う費用が増加した

こと、タイムラグ差損が拡大したこと、などにより前年に比べて減益となりまし

た。
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8ページに、第2四半期の経常利益について、前年同期との比較をまとめていま

す。

経常利益は、前年の462億円から840億円減益の378億円の損失となりました 。

主な減益要因はフリーポートでの火災に関連する損失934億円の影響があった

ことや、国内エネルギー事業のタイムラグ差損が拡大したことなどで、海外エネ

ルギー事業でのサビン・シェールガスプロジェクトの増益等や、ライフ＆ビジネス 

ソリューション事業での増益を上回りました。
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次に通期見通しの修正のポイントについてご説明します。

通期見通しの売上高は原料費調整制度に基づくガス販売単価の上昇等に

より前回見通しを上回る見通しです。

経常利益は、LNGトレーディングの増益、電気料金の上限見直しによる減

益幅の縮小、油価想定見直しによるタイムラグ差損の縮小など増益影響が

ある一方で、フリーポート火災による費用が増加する見込みであるなど減益

影響があり、これらの業績動向を反映した結果、前回見通しを据え置いて

います。

親会社株主に帰属する当期純利益は、第2四半期に豪州上流事業での減

損損失を特別損失に計上したことなどにより前回見通しを下回る見通しで

す。

なお、各セグメント利益については見通しは据え置いていますが、25ページ

以降に国内エネルギーおよび海外エネルギーのセグメント内での収支変動

について記載しています。
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10ページは通期の見通しと前年実績の比較をまとめています。

海外エネルギー事業がサビン・シェールガスプロジェクトや豪州上流事業に

より増益になる見通しですが、フリーポートでの火災に関連する損失を織り込

んだことなどにより、前年より675億円減益の460億円となる見通しです。
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11ぺ－ジは成長投資の実績と見通しです。

国内エネルギー事業では発電所など、海外エネルギー事業では北米上流事

業の開発など、ライフ＆ビジネス ソリューション事業では都市開発事業などに対

して、第2四半期までに合計872億円の成長投資を行いました。

第2四半期末時点の財務健全性指標は、中期経営計画で示している水準「自

己資本比率50％程度、D/E比率0.7程度」を下回っていますが、これはフリーポ

ート火災などの影響によるものであり、年度末には発行済ハイブリッド社債の資

本性50％を考慮後の数値で、自己資本比率49.7％、Ｄ/Ｅ比率0.69に回復する

見込みです。

今期は大幅な減益を想定しているため、成長投資が財務健全性に及ぼす影響

を十分に考慮し、より適切に精査して進めていきたいと考えています。
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以降は説明を割愛いたしますが、

12ページからは、第2四半期決算について、

21ページからは今回修正した見通しと前回の見通しとの比較、

27ページからは今回修正した見通しと前年実績との比較を記載しておりますの

で、ご確認ください。

以上で、私からの説明を終わらせていただきます。
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